
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《メールアドレス》 

akito@kdr.biglobe.ne.jp 

平
均
約
一
割
の
負
担
増 

  

諮
問
さ
れ
た
「
改
正
」
案
は
、
医

療
分
と
介
護
分
（
四
〇
～
四
六
歳
）

の
両
方
の
税
額
を
同
時
に
引
き
上
げ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
分

で
は
、
均
等
割
額
を
現
行
一
五
、
六

〇
〇
円
か
ら
一
九
、
二
〇
〇
円
に
、

平
均
割
額
を
同
七
、
〇
〇
〇
円
か
ら 

八
、
四
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

市
長
が
３
月
議
会
に
提
案
へ 

   

高
齢
者
低
、
所
得
世
帯
に
重
い
負
担 

択
は
意
味
深
で
す
。
政
党
不
信
、

政
治
不
信
の
表
れ
と
メ
デ
ィ
ア
は

い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
談
合
汚
職

を
黙
認
し
た
「
オ
ー
ル
与
党
」
へ

の
不
信
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
▼
そ

こ
で
想
起
す
る
の
は
、
九
〇
年
代

後
半
の
政
治
状
況
で
す
。
金
丸
ゼ

ネ
コ
ン
汚
職
で
起
き
た
「
非
自
民
」

の
流
れ
は
、
自
民
党
政
治
と
変
わ

ら
ず
破
た
ん
、
そ
し
て
生
ま
れ
た

の
が
「
オ
ー
ル
与
党
体
制
」
で
し

た
。
国
も
地
方
も
「
オ
ー
ル
与
党
」

下
で
無
党
派
層
が
広
が
り
、
政
治

転
換
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
ま
し

た
▼
あ
れ
か
ら
約
十
年
。
小
泉

「
改
革
」
の
つ
け
で
自
民
党
政
治

は
さ
ら
に
行
き
詰
ま
り
、
内
閣
支

持
率
も
急
落
。
片
や
民
主
党
に
対

抗
軸
な
し
。
今
度
の
「
オ
ー
ル
与

党
」
再
来
の
帰
結
が
、
「
そ
の
ま

ん
ま
現
象
」
で
し
た
▼
都
議
会
も

「
オ
ー
ル
与
党
」
そ
の
も
の
。
不

祥
事
で
ボ
ロ
ボ
ロ
の
石
原
知
事
は

居
直
っ
た
ま
ま
。
「
政
治
を
変
え

て
ほ
し
い
」
と
の
都
民
の
思
い
は

日
ま
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
い

ま
が
チ
ャ
ン
ス
。
可
能
な
限
り
の

都
民
の
共
同
で
、
今
度
こ
そ
都
政

転
換
を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。 

先
月
の
宮
崎
県
知
事
選

と
の
結
果
に
、
日
本
中

が
沸
き
ま
し
た
。
大
勝

し
た
そ
の
ま
ん
ま
東
氏

の
政
策
や
人
柄
は
と
も

か
く
、
こ
の
県
民
の
選

げ
、
所
得
割
額
や
限
度
額
は
現
行
据

え
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

介
護
分
で
は
、
所
得
割
額
の
率
を 

百
分
の
〇
・
八
四
か
ら
百
分
の
一
・

〇
〇
に
、
均
等
割
額
を
八
、
五
〇
〇

円
か
ら
一
〇
、
八
〇
〇
円
に
、
限
度

額
を
七
〇
、
〇
〇
〇
円
か
ら
九
〇
、

〇
〇
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

ま
す
（
表
参
照
）
。 

 

市
は
、
国
保
税
引
き
上
げ
の
理
由

に
つ
い
て
、
「
高
齢
者
の
加
齢
並
び

に
医
療
費
の
増
大
傾
向
」
の
も
と
で
、

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
会
計

へ
の
繰
入
金
が
二
十
億
円
に
達
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
引
き
上
げ
は
「
必

至
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

過
半
数
が 

 
 

 

高
齢
・
低
所
得
者 

 

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
、
そ
の
五
四
％
が
六
〇
歳
以
上

の
高
齢
者
で
あ
り
、
ま
た
五
六
％
が

 

短  信 

 

馬
場
市
長
は
昨
年
十
二
月
二
十
日
、
国
保
運
営
協
議
会
に

対
し
、
平
均
九
・
四
％
引
き
上
げ
を
内
容
と
す
る
国
民
健
康

保
険
税
（
以
下
、
国
保
税
）
「
改
正
」
を
諮
問
、
同
協
議
会

は
一
月
十
日
に
こ
れ
を
了
承
し
、
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

市
長
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
三
月
の
第
一
回
定
例
議
会
に

条
例
「
改
正
」
案
を
提
出
す
る
構
え
で
す
。 
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        又は中野事務所へ 

所
得
百
五
十
万
円
以
下
の
低
所
得
世

帯
で
す
。
国
保
税
滞
納
世
帯
も
全
体

の
二
割
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
法
は
、
制
度
の
目

的
を
「
社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
の

向
上
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

趣
旨
か
ら
言
っ
て
も
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
に
こ
れ
以
上
の
負
担
増
を
求

め
る
こ
と
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

 

値
上
げ
反
対
へ
の
動
き
も 

   

他
方
、
市
民
の
間
で
は
、
国
保
税

値
上
げ
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
と

い
う
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
一

月
下
旬
に
は
市
政
懇
談
会
、
地
域
自

治
会
、
社
保
協
、
年
金
者
組
合
な
ど

の
団
体
や
個
人
が
集
ま
り
、
「
国
保

税
の
増
税
に
反
対
す
る
日
野
市
民
連

絡
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

国保税値上げ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《０７年３月の無料法律相談》 
◆村松みえ子事務所  

  午後６時～８時 ３月１日（木）     

◆市役所６階・共産党議員控室  

  午後１時～３時 ３月８日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

     村松事務所 ℡582-0504  

     中野事務所  ℡599-3350 

※生活相談は、随時承っています。 

 私は、委員会質疑を準備する中

で、東京都が「大丈夫」と言って

いることに、不信をもっています。 

 一つは、築地市場の豊洲（江東

区）への移転問題です。移転先の

豊洲は東京ガスの工場跡地で、同

社が調査した結果、ベンゼンは環

境基準の1500 倍、シアン490 倍、

ヒ素 49倍、六価クロム 14倍、鉛

9 倍、カドミウム 5 倍など、有害物質、発ガン物質が検

出されています。都は「汚染された土を除去するから大

丈夫」と言っていますが、こと生鮮食品を扱う市場であ

り、地下水の汚染や直下型地震が心配の地域だけに、営

業している業者さんたちの反対が広がるのも当然です。 

 もう一つは、日影問題です。３年前の建築基準法改正

に伴う日影規制の緩和で、日影測定面4mを6.6mに、地

域を指定して変更したときの議事録を見て、あ然としま

した。「新しい建築紛争がまた起きるんじゃないか」と

の議会質問に、「今回の指定は地域の実情に即しておこ

なうものであるから、新たな紛争を引き起こすことには

ならない」と答弁しています。 

 ところが現在、東村山市で裁判になるほど大問題になっ

ています。２階建ての閑静な住宅地に、６階建てと８階

建てのマンションが次つぎ建てられ、日影規制緩和を知

らされていない住民が、説明会をしなかった市の責任を

追及、都に条例を元に戻すよう立ち上がっています。 

 

築地移転先は汚染地域 

 

 

東
京
都
知
事
選
挙
が
間
近

に
迫
り
ま
し
た
。
三
月
二
十

二
日
告
示
、
四
月
八
日
投
票

で
す
。
こ
の
間
、
マ
ス
コ
ミ

で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
石
原
慎
太
郎
都
知
事
の

疑
惑
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
続

出
し
、
都
民
の
批
判
と
怒
り

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
億
四
千
万
円
も
の
税
金

を
使
っ
て
の
、
十
五
回
の
豪

華
海
外
出
張
は
、
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
周
回
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
知
事
の
個
人
的
関
心
に
よ

る
不
必
要
な
も
の
。
ま
た
、

知
事
の
四
男
を
重
用
し
た
ワ

ン
ダ
ー
サ
イ
ト
事
業
は
、
明

ら
か
に
都
政
私
物
化
で
す
。 

 

 

加
え
て
、
一
千
万
円
を
超
え

る
税
金
飲
食
も
発
覚
。
そ
の

一
部
を
違
法
と
し
て
飲
食
費

の
返
還
を
命
じ
る
東
京
地
裁

判
決
が
出
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
石
原
知
事
は
開

き
直
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
都
議
会
で
日
本

地域ミニニュース 

【要介護高齢者に障害者控除認定証を発行】 

 市は、「広報ひの」１月１日付で「平成１８年分確定申告

のための障害者控除対象者認定証」の交付を発表しました。

介護保険認定を受けている６５歳以上の人で、手足のマヒや

認知症など一定の条件を満たす人に対し、障害者控除の対象

者と認定します。この認定書交付は、日本共産党市議団がく

りかえし要求し、昨年９月議会で市が実施を約束したもの。 

 

【豊田南区画整理で審議会委員選挙を実施】 

 豊田南区画整理で史上初の審議会委員選挙が行われました。

審議会は、保留地や仮換地の指定など地権者の生活や権利に

関する問題を審議、決定する役割を担っており、民主的で活

発な運営が期待されています。なお、中野あきと市議を助言

者として定期的に行ってきた区画整理懇談会の代表世話人、

野田貞夫さんも立候補し、当選しました（１４名中４位）。 

 

【保育園等改革問題で市が異例の反論チラシ】 

 当「ニュース」でもたびたび紹介してきた保育園等改革問

題で、保護者のたたかいは、各駅等での訴え、１万700０を

こえる署名など、大きな広がりを見せています。これに対し、

市は２月１日、「子育てしたいまち しやすいまち日野 市

民や保護者の皆様と話し合いを築きます」と題したチラシを、

新聞折り込みしました。異例の動きです。はたして保護者と

の話し合いをどう進めるか、今後の対応が注目されます。 

共
産
党
を
除
く
す
べ
て
の
会

派
が
「
オ
ー
ル
与
党
」
と
し

て
知
事
を
支
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
現
に
、
石
原
知
事
は

「
民
主
党
に
も
推
薦
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
さ
え
言
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
ん
な
「
都
議
会
の
体
た

ら
く
」
の
も
と
、
無
党
派
層

が
ま
す
ま
す
増
え
て
お
り
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
「
新
た

な
無
党
派
の
風
」
を
予
測
す

る
向
き
も
あ
り
ま
す
。 

 

「
石
原
さ
ん
は
横
暴
」
と

怒
る
人
々
、
「
都
政
を
変
え

た
い
」
と
願
う
人
々
、
そ
し

て
無
党
派
の
人
々
が
「
反
石

原
」
の
大
波
を
形
成
す
る
か

ど
う
か
が
注
目
さ
れ
ま
す
。 

 
 

都
知
事
選
せ
ま
る 

 
税
金
豪
遊
・
飲
食
、
都
政
私
物
化
の 

 
 

 
都
知
事
に
高
ま
る
批
判
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

増
え
る
無
党
派
層 

  「赤旗」のあいつぐスクープに 

         マスメディアも注目 
 いま「しんぶん赤旗」が注目を集めています。マスメディ

アでも批判がタブーだった石原知事の疑惑追及に風穴を

開けたのは、日本共産党東京都議団と連携した「赤旗」の

報道でした。石原疑惑だけではりません。巨額「支出」

の事務所問題、違法な偽装請負や貧困の実態の告発、「９

条守れ」キャンペーン等々で、各紙は「赤旗」を後追いし

ているとして、月刊誌『テーミス』１月号は「いまやニュー

スは『赤旗』を中心に回っている」と報じました。 

 みなさん、ぜひこの機会に「しんぶん赤旗」をお読み

になってみませんか。（１面題字横をご参照ください） 


